
 

藤野南小学校 令和７年度全国学力・学習状況調査結果の概要 

 

１ 国語に関する調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 算数に関する調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 児童質問紙調査の結果 

 

 

 

概  要 課  題 

改善の方向（充実する内容） 

・漢字のもつ意味を考えながら、文

や文章の中での正しい使い方を習

得できるようにする学習活動の充

実 

 

概  要 

「知識及び技能」に関する問題 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」「情報の扱い方に

関する事項」「我が国の言語文化に関する事項」で、全

国平均より下回っている。 

 

「思考力、判断力、表現力等」に関する問題 

「話すこと・聞くこと」「書くこと」で全国平均より下

回っている。 

 

・「言葉の特徴や使い方に関する事項」については、特に

学年別漢字配当表に示させれている漢字を文の中で正

しく使うことの正答率が低くなっている。 

 

・「話すこと・聞くこと」では、特に目的や意図に応じて、

日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類した

り関係付たりして、伝えあう内容を検討することがで

きるかどうかの正答率が低くなっている。 

 

課  題 

「数と計算」「図形」「測定」「データの活用」で全国平

均より下回っている。 

 

 

・「数と計算」では、分数の加法について、共通する単位

分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分数

の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できることの正答

率が低くなっている。 

 

・「図形」では基本図形に分割することができる図形の面

積の求め方を、式や言葉を用いて記述できるかの正答

率が高くなっている。 

 

・「測定」では、はかりの目盛りを読むことができるかの

正答率が低くなっている。 

 

 

・漢字など、言語に関する知識を深

め、適切に書いたり、活用したり

すること。 

 

・小数や分数などの数の意味と表し

方、計算の意味や計算の仕方など

について理解し、正しく計算する

こと 

 

 

改善の方向（充実する内容） 

・既習と関連付けながら、数と計算

の意味や仕組みについて理解が深

まる学習活動の充実。 

・日常の事象など様々な問題場面か

ら、必要な情報を読み取り、筋道

を立てて考えたり、説明したりす

る学習活動の充実 



 ３ 理科に関する調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 生活習慣、学習習慣、自尊意識、規範意識等についての概要 

 特   徴 

生活習慣 

 

○朝食を毎日食べていることについて

肯定的な回答をした児童の割合が高

い 

 

○毎日、同じくらいの時刻に寝てい

ることについて肯定的な回答をし

た児童の割合は高い 

学習習慣 

 

○学習した内容について、分かった点

やよく分からなかった点を見直し、

次の学習に繋げることができている

と肯定的な回答をした児童の割合が

高い 

 

 

●学校の授業時間以外に、普段１日

当たり１時間以上していると回答

した児童の割合が低い 

 

自尊意識 

規範意識等 

 

○将来の夢や目標を持っている児童の

割合が高い 

 

○学校に行くのが楽しいと回答した

児童の割合が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他者を尊重し、互いのよさを認め合い、子ども一人一人が自分のよさや可能性に気

付いていく指導の更なる充実 

・学校と家庭との連携・協働による学習習慣づくりの推進 

改善の方向（充実する内容） 

概  要 課  題 

「A区分」に関する問題 

「エネルギー」を柱とする領域が、全国平均より下回

っている。 

 

「B区分」に関する問題 

「生命」を柱とする領域が、全国平均より下回ってい

る。 

 

・「エネルギー」を柱とする領域については、特に乾電池

のつなぎ方について、直列つなぎに関することの正答

率が低くなっている。 

 

・「生命」を柱とする領域については、特に発芽するため

に必要な条件について、実験の条件を制御した解決の

方法を発想し、表現することの正答率が低くなってい

る。 

 

・実験の条件を制御した解決の方法

を発想し、表現すること 

 

改善の方向（充実する内容） 

・日常生活で出合う自然の事物・現

象から、児童たちが解決できるよう

な問題を設定するような学習活動の

充実 

 



 ⑵ 国語、算数、理科の学習についての概要 

 特   徴 

国 

語 

○国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う 

（本校 98.2％ 全国平均 90.4%） 

●国語の勉強は得意ですか 

（本校 52.6% 全国平均 61.4%） 

算 

数 

〇算数の勉強は好きですか 

（本校 68.5% 全国平均 57.9%） 

○算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える 

（本校 87.7% 全国平均 82.3%） 

理

科 

〇理科の授業で学習したことを普段の生活で活用できていますか 

（本校 73.7% 全国平均 63.2%） 

●理科の授業で観察や実験の結果から、どのようなことが分かったのか考えていますか 

（本校 86.0% 全国平均 88.4%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもが自分の「伸び」や学びのよさ、できるようになったよろこびを実感したり、

今の学びが将来にどう生きるのかを考えたりすることができるよう、課題探究的な

学習を推進する。 

 

改善の方向（充実する内容） 

【現状】学校に行くのが楽しいと思うと答えた児童の割合は高いが、分からないこ

とや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫する

ことができている児童の割合が低い。 


